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さるでしょう。 下宿屋と か、 アバ —， ^とか、 印刷屋で 

も、 学生なら 信用し ます。 卒業して 働かない と、 いく 

ら 勉強して ると 云 つ て も 信用し ません ご 

「然し 君、 信用と いう もの は、 身分に 対する もの じ や 

なくて、 人間に 対する ものだろう ご 

「そう 思います ご 

「そんなら、 君の 話 は 分らん よご 

「世間が 分らな いんで しょうご 

「そう も 云える が …… ご 

矢 杉 は 口 を噤ん だ。 何やら 腑 におち るよう なおち な 

いような ものの 中から、 李の 一 面に はっきり 触れた 気 



いところ があった が、 大体 次の ような ものである。 I 

I 尤も、 茲に掲 出す るから に は、 作意が 主で 技法 は ど 

うで もよ いこと であるか らして、 吉 村が それに 加筆し 

たなら ば 恐らく こういう ものに な つたろうかと、 その 

結果の もの を 持 出す ので ある。 

題 は 「おやじ」 というの である。 

「おやじ」 と は 周囲の 者た ちがつ けた 綽名 だ。 —— 四 

十 歳 あまりの 男で、 頭髪 はま だ 色 濃くて 硬い が、 謂わ 

ば 丈夫な 毛 並 をむ りに 間引かれ たようで 数少 く、 若い 

時 は 美男だった ろうと 思われる 細長い 顔 立に は、 生活 



えた。 

「わたし は、 こんなと ころに、 こんな 飲んだくれの 間 

に、 決して 息子 を 引 入れ やしない。 心に 誓って るんだ _ 

分ります か。 分る でしよう。 ここに 来る の は、 わたし 

一人 だ。 こないだ は、 急に 死人が あつたんで、 息子が 

来たが …… 。 後で わたし は 叱って やった。 あやまって 

いたつ け …… 。 正直な 若者 だ。 それに 親孝行 だ。 これ 

から はもう 決して、 こんなと ころに 足踏み はさせ ない _ 

これまで 生きて きたお 蔭で、 わたしに も 相当 世の中の 

ことが 分って きた。 恐ろし いのは 習慣と いう やつで 

すご 



けて きた。 

吉村は 笑み を 浮べ、 「おやじ」 ー篇の 印象 を 頭の 中に 

模索しながら、 ありのまま 答えた。 

「大体 面白 い が 、 掊ぇ) J とが 多すぎ るよう だね ご 

「へえ、 分ります かご 

「推察 だよ。 例えば、 あの 終りの 方の、 空の ビ ー ル瓶 

のと ころなん かご 

「あれ は、 実際にあった ことです ご 

「そうか も 知れない が、 あの 作品の なかで は、 栴ぇご 

とに、 或は 借り ものに、 なって るよう だね ご 

「それ はそう です。 しめくくりが つかなかった から、 
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